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4.6 利用者を個別に削除する 

利用者の異動・退社などの際には、利用者情報を削除することで、特定 DTC 照会アプリおよび OBD 検査

結果参照システムの利用を停止します。不要になった利用者は速やかに削除してください。 

メモ 

• 利用者を削除すると利用者情報一覧から削除されますが、過去に実施した OBD 検査結果に

紐付く利用者（工員または検査員）の情報は残ります。 

• 利用者が異動する際は、現在所属している事業場にて利用者情報の削除を行ったのち、異動

先の事業場で新たに利用者登録をしてください。利用者登録についての詳細は、 「3.3 

利用者を登録する」を参照してください。 

1. メニューの「特定 DTC 照会アプリ利用者管理」を押し、表示された「特

定 DTC 照会アプリ利用者情報」を押す 

《特定 DTC 照会アプリ利用者情報》画面に、登録されている利用者がすべて一覧で表示されます。 

 

2. 削除する利用者の情報を入力し、「検索」を押す 
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項目 内容 

ユーザーID ユーザーID を特定して検索する場合に入力します。ユーザーID

は、英数字で構成される 11 桁の文字列です 

氏名 利用者の氏名を特定して検索する場合に入力します。なお、氏名の

一部の文字でも検索可能です。 

利用者区分 削除したい利用者の利用者区分を選択します。 

検索結果が表示されます。 

3. 削除する利用者情報の「詳細」を押す 

 

《利用者情報詳細》画面が表示されます。 

「利用停止日が設定されていない場合」 

手順 4-1. に進みます。 

「利用停止日が設定されている場合」 

手順 4-2. に進みます。 
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4-1. 利用停止日が設定されていない場合 

① 「利用停止」を押します。 

 

《利用停止》画面が表示されます。 

② 利用停止日を指定し、「確認」を押します。 

利用停止日に本日の日付を設定した場合は、即時利用者情報が削除されます。利用停止日を明

日以降にした場合は、当該日の 0 時を起点に利用者情報が削除されます。 

（カレンダーボタン）を押して、カレンダー表示から利用停止日を指定します。 

 

《利用停止確認》画面が表示されます。 
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③ 利用停止日が正しいことを確認し、「利用停止」を押します。 

 

 

《利用停止完了》画面が表示されます。 
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4-2. 利用停止日が設定されている場合 

① 「修正」を押します。 

 

《利用停止》画面が表示されます。 

② 利用停止日を指定し、「確認」を押します。 

利用停止日に本日の日付を設定した場合は、即時利用者情報が削除されます。利用停止日を明

日以降にした場合は、当該日の 0 時を起点に利用者情報が削除されます。 

（カレンダーボタン）を押して、カレンダー表示から利用停止日を指定します。 

利用停止日を設定している場合、「利用停止解除」の項目が表示されます。必要に乗じて利用

停止解除の有無を選択してください。 

 

《利用者情報修正確認》画面が表示されます。 
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③ 利用停止日が正しいことを確認し、「登録」を押します。 

 

 

《利用者情報修正完了》画面が表示されます。 

 

メモ 

利用者の情報を削除した後も、過去の OBD 検査結果の利用者情報は残ります。 

 

以上で、特定 DTC 照会アプリおよび OBD 検査結果参照システムの利用停止の操作は完了です。 


